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釜
鉄
の
七
八
年
合
理
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

二

　
　
H
　
金
鉄
七
八
年
「
合
理
化
」

　
　
　
①
　
七
八
年
「
合
理
化
」
の
提
示
と
背
景

　
新
日
鉄
は
、
七
四
年
の
第
一
次
石
油
危
機
以
降
の
鉄
鋼
需
要
の
動
向
と
予
測
か
ら
、
過
剰
設
備
と
中
期
的
な
需
要
低
迷
を
前
提
と
し
た
経
営

戦
略
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
七
割
操
業
で
一
割
配
当
を
め
ざ
す
た
め
、
七
八
年
一
〇
月
に
中
期
的
「
全
社
最
適
生
産
構
造
」
を
提
示
し

た
。
今
回
の
「
合
理
化
」
の
特
徴
は
従
来
の
よ
う
な
各
製
鉄
所
ご
と
の
生
産
構
造
バ
ラ
ン
ス
や
経
営
的
自
立
性
を
前
提
と
し
た
「
合
理
化
」
で

は
な
く
、
全
社
的
に
み
て
効
率
の
よ
い
新
鋭
設
備
を
残
し
、
旧
式
の
設
備
を
「
休
止
」
U
事
実
上
の
廃
止
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

各
製
鉄
所
ご
と
の
経
営
効
率
を
最
大
限
に
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
金
鉄
の
「
合
理
化
」
の
前
兆
は
、
鉄
鉱
石
の
四
分
の
一
を
供
給
す
る
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
の
「
閉
山
」
提
案
に
始
ま
っ
た
。
七
八
年
八
月

一
〇
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
、
新
聞
各
紙
岩
手
県
版
は
「
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
（
七
〇
七
人
）
を
七
九
年
三
月
に
、
一
時
閉
山
全
員
解
雇
、

う
ち
、
新
会
社
で
六
割
を
採
用
。
金
鉄
も
合
理
化
を
検
討
中
」
を
い
っ
せ
い
に
報
道
し
た
。
新
日
鉄
が
新
日
鉄
労
組
連
合
に
「
中
期
合
理
化
」
案

を
公
式
に
提
示
し
た
の
は
一
〇
月
二
六
日
で
あ
り
、
釜
鉄
に
関
し
て
は
、
第
四
コ
ー
ク
ス
炉
、
大
形
工
場
、
ピ
ー
リ
ン
グ
工
場
の
「
休
止
」
が

こ
こ
で
の
「
合
理
化
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
市
長
を
先
頭
と
し
た
こ
の
「
合
理
化
」
に
反
対
す
る
地
元
の
市
民
運
動
は
、
八
月
以
降
急
速
に
盛
り
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
釜
鉄
労
組
は
、

一
一
月
二
九
日
の
「
各
製
鉄
所
．
こ
と
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
役
割
に
つ
い
て
」
の
新
日
鉄
の
説
明
を
受
け
て
、
二
一
月
二
二
日
の
中
央
委
員
会
で

主
力
の
大
形
工
場
「
休
止
」
を
含
む
一
連
の
「
合
理
化
」
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
金
鉄
労
組
は
、
三
工
場
の
「
休
止
」
の
代

替
と
し
て
、
現
体
制
を
質
量
と
も
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
線
材
工
場
の
強
化
、
関
連
労
働
者
の
雇
用
対
策
の
明
確
化
、
新
規
事



業
の
導
入
お
よ
び
新
規
産
業
の
誘
致
な
ど
の
確
認
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。

　
　
　
②
　
「
合
理
化
」
推
進
の
基
本
方
針

　
山
内
仁
所
長
（
当
時
）
は
、
釜
鉄
労
組
の
「
合
理
化
」
受
諾
を
う
け
て
、
七
八
年
一
二
月
二
二
日
に
所
信
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
り

ば
、
■
一
九
七
九
年
は
「
明
日
の
釜
石
の
基
礎
づ
く
り
を
行
な
う
年
」
で
あ
り
、
三
つ
の
業
務
目
標
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
一
の
業
務
目
標
は
「
新
し
い
生
産
体
制
ヘ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
技
術
的
基
礎
の
確
立
」
で
あ
る
。
釜
鉄
は
線
材
と
鋳
物
銑
を
軸

と
し
た
効
率
の
よ
い
鉄
鋼
一
貫
製
鉄
所
を
今
回
の
「
合
理
化
」
で
運
命
づ
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
単
に
製
品
の
質
的
向
上
だ
け
で
な
く
、

「
生
産
条
件
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
高
炉
・
コ
ー
ク
ス
・
製
鋼
・
圧
延
の
ラ
イ
ン
部
門
は
も
ち
ろ
ん
運
輸
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
所
内
の
各
部

門
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
面
、
操
業
面
の
変
化
が
」
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
技
術
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　
第
二
の
業
務
目
標
は
「
完
全
無
災
害
の
活
気
あ
ふ
れ
る
職
場
づ
く
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
　
「
こ
と
し
は
『
ル
ー
ル
を
守
り
守
ら
せ
よ
う
』

の
ス
・
ー
ガ
ン
の
も
と
に
『
自
分
で
守
ろ
う
自
分
の
安
全
』
『
互
い
に
交
わ
そ
う
勇
気
あ
る
注
意
』
　
『
部
下
へ
の
厳
し
い
安
全
指
導
』
を
基
本

姿
勢
の
柱
と
し
、
所
、
協
力
会
社
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
」
を
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
自
分
で
守
ろ
う
自
分
の
安
全
」
は
、

「
合
理
化
」
の
結
果
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
労
働
災
害
の
増
加
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
ま
で
「
合
理
化
」
が
す
す
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
第
三
の
業
務
目
標
は
「
良
好
な
労
使
関
係
の
一
層
の
強
化
と
地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
の
発
展
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
七
三
年
の
釜
石
市
民

を
も
ま
き
こ
ん
だ
「
合
理
化
」
反
対
闘
争
か
ら
経
験
的
に
得
た
教
訓
を
反
映
し
て
い
る
。

　
こ
の
三
つ
の
業
務
目
標
の
う
ち
、
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
第
一
の
目
標
で
あ
る
。
「
合
理
化
」
反
対
運
動
が
一
段
落
し
た
三
月
一
六
日
に
、

新
日
鉄
の
斎
藤
英
四
郎
社
長
（
当
時
）
は
釜
石
に
来
て
講
話
を
行
な
っ
た
。
そ
の
講
話
の
な
か
で
社
長
は
「
釜
石
に
つ
い
て
は
『
コ
ン
。
ハ
ク
ト
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（
5
）

で
も
低
コ
ス
ト
で
最
良
品
質
の
製
品
が
作
れ
る
』
と
い
う
方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
山
内
仁
所
長
は
一
九
八
○
年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
「
年
頭
の
あ
い
さ
つ
」
で
、
七
九
年
は
「
年
頭
に
『
明
日
の
釜
石
の
基
礎
づ
く
り
の
年
』
と
い
う
目
標
を
設
け
、
線
材
と
鋳
物
銑
の
競
争
力

の
強
化
を
中
心
に
し
た
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
、
技
術
的
基
礎
の
確
立
を
目
ざ
し
た
実
行
体
制
を
整
え
た
」
と
い
う
自
負
を
述
べ
、
八

○
年
は
「
と
に
か
く
食
っ
て
い
け
る
製
鉄
所
と
い
う
の
が
最
大
の
眼
目
だ
。
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
合
理
化
」
推
進
の
基
本
方
針
の
中
心

が
、
生
産
面
、
管
理
面
を
含
め
た
技
術
的
基
礎
の
確
立
、
つ
ま
り
与
え
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
稼
げ
る
体
制
の
確
立
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
　
　
③
　
組
織
の
改
編

　
七
九
年
の
年
頭
に
提
示
さ
れ
た
第
一
の
業
務
目
標
の
、
特
に
管
理
面
に
つ
い
て
の
変
化
を
、
組
織
改
編
の
側
面
か
ら
み
て
お
こ
う
。
組
織
改

編
は
、
七
九
年
二
月
と
八
一
年
六
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
な
か
で
も
八
一
年
六
月
の
は
七
七
年
一
一
月
以
来
の
大
規
模
な
も
の

で
あ
っ
た
。
七
九
年
二
月
の
改
編
の
目
玉
は
技
術
協
力
室
の
新
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
日
鉄
全
体
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
部
門
の
拡
充
、
す
な
わ
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
型
化
、
長
期
化
な
ど
大
量
人
員
の
海
外
へ
の
派
遣
、
海
外
か
ら
の
受
け
入
れ
の
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
各

製
鉄
所
で
も
こ
れ
ら
へ
の
対
応
の
体
制
．
つ
く
り
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
他
方
、
構
内
診
療
所
は
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
廃
止

　
　
（
7
）

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
八
一
年
六
月
の
大
改
編
の
目
玉
は
三
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
所
長
室
と
経
理
部
と
を
統
合
し
て
総
務
部
を
新
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
所
長
室

の
四
課
、
す
な
わ
ち
秘
書
課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、
総
務
課
、
庶
務
課
の
う
ち
の
、
あ
と
の
二
課
と
、
経
理
部
の
二
課
（
経
理
課
と
財
務
課
）

と
を
統
合
し
て
四
課
の
総
務
部
を
新
設
し
た
。
総
務
部
新
設
の
ね
ら
い
は
、
体
質
強
化
の
総
合
推
進
部
門
で
あ
る
所
長
室
と
予
算
編
成
や
原
価

管
理
部
門
の
経
理
部
と
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
、
製
鉄
所
運
営
の
意
思
決
定
を
迅
速
化
す
る
こ
と
に
あ
り
、
　
「
合
理
化
」
推
進
の
管
理
体
制
を

確
立
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。



　
そ
の
二
つ
は
、
所
長
室
の
残
り
の
二
課
の
う
ち
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
が
生
産
技
術
部
に
移
行
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
開
発
室
に
昇
格
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
昇
格
の
ね
ら
い
は
効
率
的
な
業
務
シ
ス
テ
ム
の
整
備
推
進
に
あ
っ
た
。
な
お
人
事
課
は
独
立
し
て
、
所
長
直
属
と
な
っ
た
。

　
そ
の
三
つ
は
労
働
部
内
の
諸
課
の
整
理
統
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
課
と
厚
生
課
と
が
統
合
さ
れ
労
働
課
と
な
っ
た
。
整
員
課
と
能
力

開
発
課
と
が
統
合
さ
れ
整
員
課
と
な
っ
た
。
安
全
衛
生
課
は
そ
の
ま
ま
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
労
働
部
は
五
課
か
ら
三
課
に
整
理
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
明
ら
か
に
七
八
年
「
合
理
化
」
に
と
も
な
う
労
働
力
の
再
配
置
が
基
本
的
に
完
了
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
特
に
、
労
働

者
の
配
置
転
換
に
力
を
ふ
る
っ
た
能
力
開
発
課
の
課
と
し
て
の
消
滅
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
に
大
形
工
場
の
「
休
止
」
に
と
も
な
っ
て
、
製
鋼
部
の
大
形
工
場
長
ほ
か
三
掛
長
（
大
形
掛
長
、
精
整
掛
長
、
ロ
ー
ル

掛
長
）
と
圧
延
技
術
課
の
大
形
技
術
掛
長
の
ポ
ス
ト
は
消
滅
し
て
い
る
。

　
以
上
、
こ
の
間
の
組
織
改
編
の
特
徴
は
、
第
一
に
大
形
工
場
の
廃
止
に
と
も
な
い
生
じ
た
技
術
者
を
は
じ
め
と
し
た
過
剰
人
員
を
流
動
化
・

整
理
す
る
役
目
を
終
え
た
労
働
部
内
の
統
廃
合
、
第
二
に
「
合
理
化
」
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
管
理
機
能
を
集
中
し
た
こ
と
で
あ

り
、
他
方
、
労
働
者
を
一
層
流
動
化
さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
た
こ
と
に
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
④
　
生
産
工
程
で
の
生
産
力
増
強

　
七
八
年
「
合
理
化
」
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
、
釜
鉄
労
組
が
こ
れ
を
受
諾
す
る
問
、
金
鉄
は
従
業
員
の
士
一
気
を
高
め
る
た
め
に
工
場
の
各
所
で

操
業
新
記
録
を
達
成
さ
せ
た
。
例
え
ば
製
鉄
原
料
の
焼
結
鉱
の
月
産
生
産
量
は
八
○
年
一
月
に
一
九
万
三
一
九
九
ト
ン
の
最
高
を
示
し
た
。
鋳

物
銑
専
用
の
第
一
高
炉
は
八
○
年
二
月
に
は
フ
ル
操
業
の
月
産
五
万
ト
ン
台
に
達
し
、
副
原
料
（
フ
ェ
ロ
シ
リ
コ
ン
）
単
位
で
も
新
記
録
を
達

成
し
た
。
第
二
高
炉
は
、
七
九
年
二
月
に
燃
料
比
四
三
ニ
キ
・
グ
ラ
ム
と
七
五
年
三
月
の
君
津
第
四
高
炉
の
四
三
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
迫
ま
る
世

界
的
記
録
を
、
ま
た
第
二
大
樋
の
樋
材
原
単
位
一
ト
ン
当
O
・
二
八
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
た
。
焼
結
工
場
で
は
コ
ー
ク
ス
・
ガ
ス
原
単
位

が
八
一
年
四
月
に
二
・
四
立
米
の
世
界
記
録
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
、
八
○
年
九
月
に
住
金
鹿
島
が
実
現
し
た
二
・
五
立
米
を
上
回
る
だ
け
で

　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



ニ
チ
ャ
ー
ジ
（
一
チ
ャ
ー
ジ
約
九
〇
ト
ン
、
　
一

万
九
六
四
ミ
ト
ン
）
を
達
成
し
、
こ
れ
ま
で
の

社
内
新
（
八
幡
）
の
一
八
六
チ
ャ
ー
ジ
を
大
幅

に
上
回
っ
た
。
連
鋳
比
も
七
九
年
度
で
は
六
二

％
と
国
内
で
も
上
位
の
方
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
新
記
録
の
多
く
は
、
七
九
年
二
月
に
集
中

し
て
お
り
、
斎
藤
新
日
鉄
社
長
（
当
時
）
を
し

て
、
　
「
各
工
場
の
操
業
新
記
録
が
相
次
い
で
い

る
と
い
う
。
高
炉
、
焼
結
、
コ
ー
ク
ス
、
連
鋳

　　内
　　新
　　を
　　実
　　現
　　し
　　た
　　　o

　　連
　　鋳
　　で
　　は
　　鋳
　　入
　　回
　　数

一　〇

な
く
、
過
去
二
年
間
の
う
ち
に
一
・
七
立
米
を

節
約
し
た
と
い
う
驚
異
的
な
記
録
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
五
四
年
の
新
日
鉄
の
平
均
は
五
・
○

立
米
で
あ
っ
た
。
焼
結
工
場
で
は
こ
の
ほ
か

に
、
焼
結
粉
コ
ー
ク
ス
原
単
位
、
コ
ー
ク
ス
炉

内
コ
ー
ク
ス
水
分
で
も
大
き
な
記
録
を
出
し
て

い
る
。
転
炉
で
は
生
石
灰
原
単
位
で
七
九
年
二

月
に
出
鋼
ト
ン
当
三
一
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
社

第29表　金鉄「合理化」下の主な設備投資

部　　門 設 備 工 事 完成時期

原料受入 南桟橋の延長

荷役・破砕処理の集中化

　年　月
80．5

80．5

製　　銑 脱湿送風設備の新設

熱風炉排熱回収設備の新設

製銑操業解析システムの新設

高炉ガス・タービン発電設備の新設

80．6

81．8

80．10

82．1

製　　鋼

圧　　延

動　　力

酸　　素

保　　管

運鋳に電磁撹拌装置の新設

鋼片加熱炉の炉長延長およびオイルレス化

鋼片加熱炉の煙突の更新

モールドヤードの作業自動化

製鋼スラグ処理設備の改善

R　H真空脱ガス設備の新設

80．3

80．3

79．10

79．10

80．8

81．8

精整設備の改善

鋼片手入れ設備の増強

線材工場情報管理システムの増強

線材圧延ラインの増設

81．6

81．6

81．4

81．6

コークスガス・ホルダーの更新・増強 80．1

液体酸素タンクの増設 80．9

第2ヤードの室内倉庫化 81。6

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－

六

資料：『岩手東海新聞』などによる。



な
ど
数
多
い
。
し
か
も
、
新
記
録
達
成
が
昨
年
後
半
か
ら
こ
と
し
初
頭
に
か
け
て
、
つ
ま
り
合
理
化
問
題
が
も
っ
と
も
熾
烈
な
段
階
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
感
銘
を
覚
え
た
。
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
言
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
新
記
録
は
あ
く
ま
で
、
そ
れ
ま
で
の
釜
鉄
の
伝
統
と
技
術
の
累
積
の
所
産
を
一
気
に
開
花
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
新
生

産
体
制
移
行
の
な
か
で
の
生
産
性
の
向
上
に
は
、
新
た
な
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
釜
鉄
存
在
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
七
八
年
「
合
理
化
」
に
対
す
る
金
鉄
の
本
格
的
投
資
は
七
九
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
投
資
の
メ
ド
の
う
え
に
た
っ

て
、
八
○
年
四
月
一
八
日
に
「
新
日
鉄
釜
石
製
鉄
所
及
び
釜
石
鉱
山
の
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
」
の
説
明
会
が
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。　

七
九
年
一
〇
月
に
公
表
さ
れ
た
「
体
質
強
化
策
」
は
「
線
材
の
競
争
力
強
化
の
た
め
設
備
を
最
新
鋭
化
す
る
と
と
も
に
省
エ
ネ
、
品
質
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

な
ど
を
目
的
に
各
部
門
に
わ
た
る
生
産
設
備
対
策
を
実
施
す
る
」
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
第
二
九
表
は
一
九
七
九
年
一
〇
月
か
ら
八
二
年

一
月
ま
で
の
間
に
完
成
し
た
、
　
「
合
理
化
」
下
で
の
金
鉄
の
主
な
設
備
投
資
の
一
覧
で
あ
る
。
線
材
部
門
強
化
の
た
め
に
百
億
円
以
上
の
設
備

投
資
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
新
た
な
余
剰
労
働
力
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　
　
⑤
　
労
働
力
余
剰
と
再
配
置

　
企
業
の
合
理
化
が
地
域
に
与
え
る
最
も
大
き
な
影
響
は
、
生
産
性
向
上
の
名
目
の
も
と
に
後
退
さ
せ
ら
れ
る
雇
用
力
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
て

く
る
。
金
鉄
七
八
年
「
合
理
化
」
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
単
な
る
特
定
工
場
、
す
な
わ
ち
大
形
工
場
・
ピ
ー
リ
ン
グ
工
場
な
ど
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
鉄
全
体
の
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
を
目
ざ
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
各
所
の
労
働
力
の
流
動
化
・
反
発
は

一
層
き
つ
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
七
九
年
一
〇
月
二
日
の
労
使
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た
要
員
改
訂
は
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
体
質
強
化
策
の
一
環
と
し
て
と
ら
れ
た
、
設
備
．

　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



第30表　金鉄の課・工場の掛別要員改訂（1980年1月～10，月）　（単位：人）

課・工　場

運 輸

成品工程
品質企画管理

分 析

技術研究室i

製 銑

製銑原料

コ　一　ク　ス

製銑技術
製

掛 噺改訂i 備 考

運
輸’

受 渡

試 験

分 析

高
機

炉
械

焼
原

結
料

コ　一　ク　ス

コークス技術

場
工
転
造
運

銅

鍋 片

付
炉
塊
転

分
銅

103153！運輸工程の見直し（9項目）

241

　1

ド

41大形鋼片引取出荷立会作業の見直し（1項目）

50
　り

431検査・観察試験作業見通し（3項目）
　1

37：28喉隼拐よる見直し・作業環腕理体制の強

19　18…

　　1

O
n
∠
2
1

　120P高炉操業管理の強化（＋4）

q送風作業の動力工場への移管

4　11外注化

9256
P原料管理の強化（＋4）

92
　り

18外注化，自動化（3項目）
　1

13　エ21試験作業の見直し

　　1
22　塚作業の見直し（2項目）

48　36操業形態の変化

60　36作業見直し

40　28起重機運転の見直し
　　　E

O
n
∠

耳
ノ
ー

塊
片

　ド

舶…各作業見直し（3項目）
8融 蛹`鋼片精整作業の廃止，販売鋼片立会作業

　卜見直し（＋8）

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

工
程
上
の
改
善
、
自
動
化
及
び
作
業
方
法
の
見
直

し
等
と
し
て
の
要
員
改
訂
で
あ
り
、
二
一
項
目
、

延
べ
一
二
〇
掛
に
わ
た
り
、
二
三
九
人
の
減
員
を
伴

な
っ
た
。
第
二
は
大
形
工
場
、
ピ
ー
リ
ン
グ
工
場

の
「
休
止
」
に
伴
な
う
要
員
改
訂
で
あ
り
、
一
一

項
目
、
延
べ
一
四
掻
に
わ
た
り
、
二
一
三
人
の
減

員
を
伴
な
っ
た
。
第
三
は
、
保
養
所
及
び
病
院
の

給
食
等
の
業
務
の
委
託
化
で
あ
り
、
七
名
の
減
員

　
　
　
（
n
）

を
伴
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
単
純
に
加
算
し
て
、
三

七
八
人
の
要
員
が
こ
の
「
合
理
化
」
の
な
か
で
過

員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
〇
表
は
、
要
員
改
訂
案
件
一
覧
表
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
現
場
で
の
「
合
理

化
」
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
一
八
課
・
工

場
・
室
、
三
三
掛
に
及
ん
で
い
る
。
八
○
年
一
月

か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
関
係
掛
の
現
員
一
、
一
三

七
人
を
三
一
・
九
％
減
の
七
七
四
人
に
「
合
理
化
」

し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
表
か
ら
も
わ



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
i

線 線材 材 21衰e整備の外注化

　　　　　　　1機械技術i第2機械技術一 71　4点検の外注化
I　　　　　l

電気計装技術計装技術：

i熱技術…熱

　I　　I
12r　8各整備作業見直し（2項目）
　F　　卜

技　術，

i整

し　　　　　

σ　61作業環境管理体制の強化（＋6）
1　　1

備
備
備
備

整
整
整
整

気
銑
鋼
延

電
翼
翼
圧

備

1正 理
施
造
正

答作
工
仕
鋳
鉄

作

動
ン
力
気
素

セネ

エ
電
蒸
酸

力

A
・

計

35~電気設備修理等の作業見直し（4項目）

5　3貨車整備作業見直し

4　3」鋼片機械点検の見直し
　　127　20
　　1
251 P6各作業見直し（3項目），請負工事監督の強i
　　　化（＋3）
131…108機械加工・修理作業見直し（2項目）

101　51生産減　　　　　　　　　　　　　　　　　1

47　37修理作業の見直し

2
5
9
1

1
　

2
4

71

_検整備作業の見直し

31整備作業の見直し
33送風機作業の移管（＋12），構外ボイラー管1
　理の強化（＋1），見直し（2項目）
28i各作業の見直し（3項目）　　　　　　　　…

　と　　ド
1・137i7741

資料：新日本製鉄釜石労働組合『中期生産構造問題のとりくみ』1980年10月

　　の
　　う
　　ち
　　四

　　人
　　は
　　君
　　津
　　製
　　鉄
　　所

　　へ

九　　＿

　　○
　　人
　　は
　　製
　　品
　　技

　
次
に
こ
れ
ら
の
過
員
“
余
剰
労
働
力
問
題
の
対
応
を

み
て
み
よ
う
。
保
養
所
及
び
病
院
の
給
食
等
関
係
要
員

は
す
べ
て
委
託
先
会
社
へ
出
向
さ
せ
た
の
で
、
問
題
は

生
産
現
場
関
係
の
労
働
者
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

策
は
三
つ
あ
る
。
第
一
は
所
内
配
転
で
あ
り
、
第
二
は

　
　
へ
1
3
）

所
間
転
勤
で
あ
り
、
第
三
は
定
年
退
職
者
不
補
充
で
あ

る
。
所
内
配
転
は
三
五
七
人
に
及
ん
だ
が
、
う
ち
九
二

・
四
％
に
あ
た
る
三
三
〇
人
は
大
形
工
場
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
。
残
り
は
運
輸
、
製
鉄
原
料
、
工
作
の
三
課
か

ら
で
あ
る
。
地
域
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、
第
二
の
所

間
転
勤
で
あ
り
、
五
三
人
が
釜
鉄
を
去
っ
た
。
五
三
人

か
る
よ
う
に
、
「
合
理
化
」
は
、
単
に
減
員
を
行
な
う
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
管
理
体
制
の
強
化
の
た
め
に
増
員

を
し
て
い
る
掛
が
七
つ
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
減
員
に
し
て
も
、
単
に
自
動
化
、
省
力
化
だ

け
で
な
く
、
外
注
化
（
四
掛
）
を
も
伴
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。



　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

術
研
究
所
へ
出
た
。
五
三
人
は
各
工
場
・
課
か
ら
出
て
い
る
。
大
形
工
場
か
ら
は
一
〇
人
で
あ
り
、
こ
の
一
〇
人
は
い
ず
れ
も
君
津
製
鉄
所
に

出
た
。
特
徴
的
な
の
は
所
間
移
動
は
若
年
労
働
者
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
は
定
年
退
職
者
の
不
補
充
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
間
の
定
年
退
職
者
の
資
料
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
七
九
年
六
月
か
ら
八
一
年

六
月
の
間
に
釜
鉄
従
業
員
は
三
、
四
五
六
人
か
ら
三
一
三
七
人
と
三
一
六
人
減
少
し
て
お
り
、
他
方
、
八
○
年
四
月
に
三
七
人
採
用
し
、
八
一

年
に
は
一
八
人
採
用
予
定
で
あ
っ
．
た
こ
と
か
ら
、
他
に
所
間
移
動
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
三
一
八
人
が
二
年
間
に
金
鉄
を
や
め
た
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
年
満
（
定
年
）
退
職
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
釜
鉄
の
従
業
者
の
平
均
年
齢
の
高
さ
を
反
映
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
釜
鉄
は
若
年
労
働
者
を
所
間
移
動
に
よ
り
減
少
さ
せ
、
所
内
配
転
と
定
年
退
職
と
に
よ
り
、
労
働
力
の
再
編
成
と
削
減
を
遂

行
し
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
七
八
年
か
ら
八
一
年
の
「
合
理
化
」
期
間
中
に
従
業
員
を
三
、
七
六
八
人
か
ら
一
六
．
八
％
減
の
三
、

一
三
七
人
へ
と
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
本
章
の
骨
子
は
、
拙
稿
「
構
造
不
況
地
帯
一
低
迷
す
る
釜
石
経
済
」
　
『
経
済
』
一
九
八
一
年
一
二
月
号
、
に
お
い
て
論
述
し
た
が
翫
乙
こ
で

　
　
　
　
　
は
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
お
く
。

　
　
　
（
2
）
　
今
回
の
新
日
鉄
お
よ
び
釜
鉄
「
合
理
化
」
の
歴
史
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
北
村
洋
基
「
新
日
鉄
釜
石
合
理
化
の
歴
史
的
位
置
－
生
産
構
造
の

　
　
　
　
　
展
開
を
軸
と
し
て
一
」
『
東
北
経
済
』
第
七
二
号
、
一
九
八
二
年
三
月
、
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
（
3
）
　
市
民
運
動
の
盛
り
上
が
り
状
況
に
つ
い
て
は
、
村
上
貞
夫
「
鉄
の
町
、
釜
石
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
は
さ
せ
な
い
　
　
新
日
鉄
「
合
理
化
」
問
題
で

　
　
　
　
　
地
域
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
い
て
一
」
『
住
民
と
自
治
』
一
九
八
○
年
三
月
号
を
参
照
。

　
　
　
（
4
）
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
一
九
七
九
年
一
月
一
日
号
。

　
　
　
（
5
）
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
三
月
一
七
日
号
。

　
　
　
（
6
）
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
○
年
一
月
一
日
号
。

　
　
　
（
7
）
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
一
月
二
七
日
号
。



（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
） 　

『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
一
年
六
月
二
九
日
号
。

　
前
掲
注
（
5
）
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
○
年
三
月
一
二
日
号
。

　
そ
の
趣
旨
は
「
，
サ
ー
ビ
ス
面
及
び
管
理
・
直
営
面
で
一
層
の
強
化
充
実
を
は
か
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
業
者
に
委
託
す
る
」
と
い
う
名
目

で
あ
っ
た
（
七
九
年
一
〇
月
二
日
労
使
委
員
会
）
。

　
「
（
前
略
）
所
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
点
を
考
え
、
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
だ
け
そ
の
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う
な
方
向
で
、
人
員
措
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
（
七
九
年
一
〇
月
二
日
労
使
委
員
会
）
　
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
　
『
君
の
受
け

入
れ
職
場
は
こ
こ
し
か
な
い
』
と
い
わ
れ
、
や
む
を
得
ず
認
め
る
労
働
者
も
多
く
、
会
社
の
不
当
な
措
置
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
（
『
釜
鉄
の

旗
』
第
三

一
三
号
、

第31表　釜鉄の職制別出向状況
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（注）1）再出向　1人。

　　2）再出向　3人，不詳　1人。
　資料：『岩手東海新聞』より集計。

　
　
　
所
内
配
転
の
も
う
一
つ
の
形
態
と
し
て
、
出
向
が
あ
る
。
出
向
は
、
人
事
部
・
社
外
勤
務
休
職
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
七
九
年
か
ら
ノ

　
　
一
年
に
か
け
て
の
出
向
状
況
は
第
三
一
、
一
、
ゴ
、
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
八
○
年
、
八
一
年
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
揖
員
か
ら
部
長
ま
で
の
す
べ

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

）　　　　A　　　　　　OI　　1　　　0　　1
ウ　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　！〈38〉　　0！　0　1…t
　ド
ヨ…　C　　　O－　0…　㍉1
・　1　　　　　…　　一I　　　　　　　I
5　iその他主）1　　1…　7…　7レ15

1i計16「2・116：42
し　（注）1）釜石市外。　2）企業番号
巨　　　　　　　　　　　　　＼
1、　　　　　〈43×侶〉〈45、・く46＞は他表

∋　　　　　にはない。
又　資料：第31表と同じ。



　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
　
　
　
　
て
の
職
制
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
主
要
な
出
向
先
が
、
市
内
の
下
請
関
連
会
社
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間
に
再

　
　
　
　
　
出
向
一
人
、
再
三
出
向
が
一
人
あ
っ
た
。
再
四
出
向
が
一
人
あ
っ
た
。

　
　
　
（
1
3
）
　
所
間
転
勤
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
　
「
君
津
、
製
品
技
研
へ
の
い
わ
ゆ
る
所
間
転
勤
問
題
は
、
当
初
十
二
月
中
に
終
了
さ
せ
る

　
　
　
　
　
こ
と
で
機
関
確
認
を
行
な
い
、
定
員
に
満
た
な
い
こ
と
が
生
じ
て
も
再
募
集
し
な
い
乙
と
を
前
提
に
、
会
社
に
了
解
を
あ
た
え
て
い
た
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
す
。
／
し
か
し
、
じ
っ
さ
い
に
は
十
二
月
末
の
段
階
で
予
定
の
募
集
人
員
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
一
ケ
月
募
集
事
務
を
延
長
し
た
い
旨

　
　
　
　
　
会
社
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
り
、
中
央
委
員
会
で
は
カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
す
え
、
一
月
い
っ
ぱ
い
を
限
度
に
募
集
事
務
を
延
長
す
る
こ
と
を
み
と

　
　
　
　
　
め
た
も
の
で
す
。
／
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
一
月
を
過
ぎ
て
も
君
津
へ
の
応
募
者
は
ほ
と
ん
ど
ふ
え
ず
、
各
職
場
で
は
ひ
き
つ
づ
き

　
　
　
　
　
職
制
に
よ
る
君
津
転
勤
の
説
得
が
続
行
さ
れ
、
そ
の
実
態
も
ま
す
ま
す
強
制
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」
『
釜
鉄
の
旗
』
第
三
一
一
号
、
一
九
八
○
年

　
　
　
　
　
二
月
。

　
　
　
（
1
4
）
　
「
釜
鉄
の
八
○
年
三
月
ゴ
、
二
日
現
在
の
被
保
険
者
数
は
三
、
七
〇
五
人
で
あ
っ
た
。
、
そ
の
後
一
〇
月
一
六
日
ま
で
に
二
四
六
人
が
離
職
し
て
お

　
　
　
　
　
り
、
そ
の
う
ち
拍
、
年
満
退
職
者
・
期
間
満
了
者
が
九
〇
・
五
鶉
を
占
め
て
」
　
（
前
掲
注
（
1
）
八
七
ペ
ー
ジ
）
い
た
。

　
　
口
　
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
へ
の
波
及

　
　
　
①
　
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
の
閉
山
問
題

　
釜
鉄
「
合
理
化
」
の
前
兆
は
釜
鉱
（
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
）
に
あ
ら
わ
れ
た
。
各
紙
岩
手
県
版
は
こ
の
状
況
を
七
八
年
八
月
一
C
日
か
ら

二
日
に
か
け
て
い
っ
せ
い
に
報
道
し
た
。
八
月
二
二
日
に
は
山
元
臨
時
労
使
協
議
会
が
開
か
れ
、
所
長
か
ら
七
九
年
三
月
末
に
閉
山
す
る
と

い
う
提
示
が
な
さ
れ
た
。

　
閉
山
の
理
由
は
、
第
一
に
七
七
年
度
末
ま
で
に
約
四
三
億
円
の
累
積
赤
字
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
は
資
源
が
枯
渇
し
て
き
た
こ
と
、
第
三
に

金
鉄
「
合
理
化
」
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。
釜
鉱
の
赤
字
は
、
第
一
次
石
油
危
機
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第

一
次
石
油
危
機
後
の
構
造
不
況
に
よ
る
鉄
鋼
需
要
の
低
迷
、
他
方
、
自
動
車
輸
出
な
ど
に
よ
っ
て
円
高
基
調
が
強
ま
り
、
七
七
年
度
末
に
は
外



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

国
鉱
石
よ
り
も
ト
ン
当
り
二
千
円
以
上
の
割
高
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
加
え
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
鉱
山
経
営
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

支
え
て
い
た
銅
価
が
七
七
年
後
半
か
ら
三
〇
万
円
台
を
割
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
銅
価
高
に
支
え
ら
れ
て
採
掘
を
つ
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
き
た
鉄
鉱
石
は
、
質
的
に
は
磁
鉄
鉱
で
製
鉄
各
社
の
好
評
を
得
て
い
る
も
の
の
、
品
位
が
三
〇
数
％
に
ま
で
落
ち
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

量
自
体
の
獲
得
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
加
え
て
銅
の
鉱
量
も
三
年
が
限
度
と
い
う
こ
と
が
、
資
源
枯
渇
説
に
拍
車
を
か
け
た
。
さ
ら
に
コ
ス

ト
全
体
の
五
割
を
占
め
て
い
た
労
務
費
の
高
騰
、
二
割
を
占
め
て
い
た
電
力
料
金
の
値
上
が
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
ん
と
い
っ
て
も
釜
鉱
を
閉
山
に
追
い
こ
ん
だ
の
は
釜
鉄
の
「
合
理
化
」
で
あ
る
。
新
釜
鉱
（
釜
石
鉱
山
株
式
会
社
）
の
専
務
取

締
役
は
、
釜
鉄
の
「
合
理
化
」
と
の
内
的
な
関
連
性
を
「
金
鉱
が
『
閉
山
か
合
理
化
か
』
の
提
案
を
考
え
て
い
た
と
き
、
提
案
す
る
一
〇
日
前

に
、
釜
鉄
の
合
理
化
案
が
発
表
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
金
鉱
と
釜
鉄
と
の
間
に
は
、
取
引
関
係
は
あ
っ
た
も
の
の
、
合
理
化
に
つ
い
て
相
談
し
た

　
　
　
●
・
●
。
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
両
者
の
合
理
化
案
は
別
々
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
」
と
否
定
し
て
い
る
が
、
第
一
に
新
会
社
に
移
行
す
る
以
前

に
は
、
釜
鉄
に
鉄
鉱
石
を
一
ト
ン
当
り
五
千
円
の
と
こ
ろ
を
七
千
円
で
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
「
釜
石
鉱
業
所
従
業
員

の
皆
さ
ん
へ
」
の
所
長
の
あ
い
さ
つ
文
の
な
か
で
「
新
日
鉄
が
徹
底
し
た
合
理
化
を
実
施
中
で
あ
り
、
と
り
わ
け
釜
石
製
鉄
所
自
体
が
厳
し
い

経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
と
き
、
た
と
え
こ
れ
ま
で
の
長
い
相
互
関
係
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
こ
と
に
い
つ
ま
で
も
頼
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
か
ど
う
か
自
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
釜
鉄
「
合
理
化
」
の
影
響
を
直
接
的
か
つ
内
的
に
う
け
て
い

た
と
み
る
こ
と
が
論
理
的
で
あ
る
。

　
　
　
②
　
新
会
社
「
釜
石
鉱
山
」
へ
の
移
行
と
雇
用

　
釜
鉱
の
別
会
社
移
行
の
提
案
は
、
一
方
で
閉
山
を
前
面
に
出
し
つ
つ
他
方
で
コ
雇
用
問
題
1
1
地
域
問
題
」
へ
の
「
配
慮
」
か
ら
生
ま
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
　
「
別
会
社
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
日
鉄
に
、
釜
石
鉄
鉱
石
に
つ
い
て
数
量
、
価
格
と
も
で
き
る
限
り
の
配
慮
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．
・
。
・
　
（
6
）

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
絶
対
的
条
件
で
あ
」
　
（
傍
点
、
引
用
者
）
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
第
二
に
、
七
八
年
度
以
降
三
年
程
度
の
採
掘
が
可

　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

能
と
さ
れ
て
い
る
銅
鉱
床
の
命
運
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
、
　
「
社
内
各
所
と
も
減
産
や
コ
ス
ト
圧
迫
が
強
ま
る
中
で
、
自
立
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
減
量
を
目
指
す
要
員
対
策
を
実
施
し
て
」
お
り
、
社
内
配
転
は
共
倒
れ
に
な
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
閉
山
U

全
員
解
雇
の
方
向
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
し
か
し
雇
用
問
題
↓
地
域
問
題
へ
の
配
慮
か
ら
、
第
四
に
人
員
を
操
業
維
持
可
能
な
最
小
限
に

し
ぼ
り
能
率
を
あ
げ
、
労
働
条
件
、
福
利
厚
生
制
度
も
現
行
制
度
や
水
準
に
こ
だ
わ
ら
ず
抜
本
的
な
見
直
し
（
“
切
り
下
げ
）
を
行
な
っ
て
、

別
会
社
の
自
立
体
制
を
と
と
の
え
、
七
九
年
四
月
以
降
三
年
間
の
操
業
を
行
な
う
こ
と
、
第
五
に
別
会
社
に
雇
用
で
き
な
い
退
職
従
業
員
に
つ

　　　　　　　備　　　　　　　　　考

堆積場管理はすべて協力会社（6人）

保養所，寮，浴場はいずれも準社員（5人）

協力会社3人はいずれもAN－F　O工場に配属

協力会社38人のうち37人は坑内

協力会社14人のうち3人は坑内

資料：釜石鉱山株式会社による。1979年4月現在。

い
て
は
社
外
へ
の
再
就
職
を
斡
旋
す
る
こ
と
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
特
に
別
会

社
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
日
鉄
鉱
業
本
社
が
、
そ
れ
ま
で
の
累
積
赤
字
を
負
担
し
た

う
え
、
三
年
間
で
一
八
億
円
程
度
の
赤
字
を
覚
悟
す
る
こ
と
で
決
着
さ
せ
よ
う
と
し

た
。　

こ
れ
に
対
し
て
、
金
鉱
労
組
と
上
部
組
織
の
日
鉄
連
は
、
全
面
白
紙
撤
回
を
求
め

て
闘
争
に
入
り
、
七
九
年
九
月
以
降
は
雇
用
問
題
を
含
め
た
一
切
の
交
渉
に
応
じ
な

か
っ
た
が
、
一
一
月
に
入
り
、
会
社
側
か
ら
労
使
の
合
意
な
し
で
は
合
理
化
を
強
行

し
な
い
と
い
う
確
認
を
取
り
つ
け
て
交
渉
を
再
開
し
た
。
八
○
年
二
月
二
〇
日
の
拡

大
闘
争
委
員
会
で
、
雇
用
確
保
、
鉱
命
の
延
長
、
現
行
体
制
で
の
操
業
を
基
本
に
し

た
条
件
闘
争
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
一
に
銅
の
可
採
鉱
量
が
三
年
間
程
度
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
鉄
鉱
石
の
販
売
量
・
販
売
価
格
が
今
後
と

も
厳
し
い
こ
と
、
第
三
に
会
社
側
が
開
拓
し
て
い
る
社
外
か
ら
の
求
人
（
県
外
か
ら

建
設
、
砕
石
業
な
ど
二
百
人
前
後
）
に
つ
い
て
の
時
期
的
限
界
が
せ
ま
っ
て
い
る
こ



第33表　釜石鉱山株式会社の組織と人員配置

　　　　　　　団旗翻難　業　務　内　容
剰社長室　国6い1ど生産・保安・環境及瑳積場管理

城1　　　　　　　　　　1
璽御難踊11…欝肇霧　労務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

一
F
：
－
！
！
…
一
　
－
「
－
…
　
　
　
と
な
ど
を
理
由
と
し
た
。

一N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
〇
日
に
は
交
渉
が
合
意
に
達
し
た
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
釜

A蒼
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱
は
三
月
末
閉
山
、
全
員
解
雇
、
四
月
一
日
に
新
会
社
設
立
、
従
業
員
の
六
三
．
二

採
　
　
サ

・
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
％
に
あ
た
る
四
二
八
人
を
再
雇
用
、
三
年
間
操
業
、
た
だ
し
新
会
社
の
労
働
条
件
は

務
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

磨
募
謁
　
切
り
下
げ
ら
れ
、
給
与
水
準
は
旧
会
社
の
八
。
％
（
彗
る
と
い
う
あ
で
あ
り
、
第

坑
信
コ
　
全
料
　
　
　
　
　
二
に
、
退
職
条
件
と
し
て
は
一
人
当
一
千
万
円
程
度
と
す
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

・
　
・
　
，
　
保
試

煉
離
鉾
　
　
第
…
蓑
は
釜
石
鉱
山
甕
A
荘
（
以
下
、
新
釜
鉱
と
略
す
）
の
懇
と
人
員
配

・
　
・
　
，
　
・
保

量
全
作
　
析
・
　
　
　
　
置
を
掲
げ
て
い
る
。
新
釜
鉱
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
部
門
は
大
沢

測
保
工
　
．
分
転
　
　
　
。

・
場
・
外
　
．
運
　
　
い
　
保
養
所
、
人
事
係
の
着
到
の
分
析
業
務
、
健
康
保
険
組
合
（
政
府
管
掌
へ
移
管
）
、
付

査
工
掘
内
　
験
場
　
　
　
な

廟
ゆ
隠
院
－
「
隣
国
　
　
　
れ
　
属
病
院
な
ど
で
あ
り
、
分
離
さ
れ
た
部
門
は
盛
岡
出
張
所
、
電
算
機
（
本
社
移
管
）

3
8
4
6
3
一
σ
－
，
ま

到
南
中
－
貌
歯
－
蛤
で
あ
り
、
外
注
・
蕾
化
さ
れ
た
部
門
は
経
理
課
の
農
採
鉱
課
の
検
車
、
成
品

や
『
判
－
q
雫
”
瀬
部
の
精
鉱
コ
ン
ベ
ア
、
前
山
貯
鉱
場
、
研
破
砕
、
研
コ
ン
ベ
ア
、
工
場
保
全
の
一
部

3
1
8
4
2
9
船
部
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
、

9
－
詞
－
読
－
8
1
針
－
－
到
－
び
　
分
な
ど
で
あ
っ
た
　
新
霊
鉱
に
は
五
三
三
人
が
働
い
て
V
る
が
、
う
ち
社
員
が
四
〇

ヰ
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
ご
フ

ー
　
　
i
I
　
　
…
－
－
一
お
　
五
人
（
七
六
・
C
％
）
、
準
社
員
三
八
人
（
七
・
一
％
）
、
協
力
会
社
員
九
〇
人
（
一

課
課
課
課
場
　
　
員

務
鉱
作
盛
　
搬
六
．
九
％
）
と
ぢ
震
に
な
っ
て
い
る
．
男
会
社
員
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

鉱
採
工
　
技
選
　
計
　
牲
　
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
現
場
関
係
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
金
鉱
時
代
で
は
協
力

郷
　
脇
　
　
会
社
員
辛
請
労
働
者
旨
採
軽
ど
の
作
業
は
さ
芸
か
っ
蒙
、
新
釜
鉱
に
な

採
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

－
I
－
－
一
－
－
　
I
－
－
－
－
－
－
！
i
－
　
　
っ
て
か
ら
は
　
釜
鉱
社
員
と
同
じ
作
業
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
社
員

石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



第34表　釜石鉱山部門別正社員の年齢構成（1980年3年4月）

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1

別　125～29才130～39才14（）～49才150～54才1計

422oo

136421

70

P0
78…　56
4…　6

27

O
9
　
0

15

ｩ
6
2
1

8
2
0

0
　
　
7

1
　
0

2609711636

　部門別
社長室

総務部

採鉱部坑　内
　　　坑　　外

成品部技　術
　　　選鉱工場

　合　　計

（注）このほか組合専従2人，出向2人，病気休職3人

資料：釜石鉱山株式会社による。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

の
給
与
が
二
割
切
下
げ
と
な
っ
て
、
下
請
労
働
者
と
の
間
に
給
与
水
準
の
差
が
な
く
な

っ
た
こ
と
を
も
反
映
し
て
い
る
。

　
新
会
社
移
行
後
の
新
釜
鉱
も
従
業
員
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
従
業
員
の
平

均
年
齢
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
定
年
退
職
分
を
補
充
し
な
け
れ
ば
自
然
に
減
少
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
第
三
四
表
は
新
霊
鉱
設
立
後
一
年
目
の
一
九
八
○
年
の
正
社
員
の
年

齢
別
構
成
を
掲
げ
て
あ
る
。
二
六
〇
人
の
う
ち
五
〇
才
以
上
の
割
合
が
実
に
三
七
．
三

％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
部
門
別
で
、
特
に
年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
み
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
新
会
社
移
行
後
の
業
績
は
と
い
え
ば
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
、
中
国
の
ベ

ト
ナ
ム
侵
略
な
ど
に
よ
り
銅
市
況
が
一
転
し
て
急
騰
し
た
こ
と
も
大
き
く
作
用
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ロ

八
○
年
三
月
決
算
で
は
四
・
九
億
円
の
黒
字
所
得
と
な
っ
た
。
し
か
し
八
一
年
二
月
八

日
に
妥
結
し
た
労
使
協
定
の
中
味
は
「
①
五
七
年
四
月
以
降
も
、
新
経
営
形
態
の
も
と

に
現
状
の
約
七
割
程
度
の
生
産
規
模
で
操
業
す
る
。
②
五
七
年
三
月
ま
で
に
全
従
業
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
い
っ
た
ん
退
職
、
四
月
以
降
は
ま
た
別
会
社
で
経
営
す
る
」
こ
と
を
基
本
事
項
と
し

て
お
り
、
再
び
約
三
割
の
人
員
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
③
　
離
職
者
の
再
就
職

　
一
九
七
九
年
三
月
一
三
日
現
在
の
釜
鉱
の
正
社
員
数
は
第
三
五
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
六
八
○
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
新
釜
鉱
に
採
用
さ

れ
た
の
は
五
四
・
一
％
に
あ
た
る
三
六
八
人
、
日
鉄
鉱
業
の
他
の
鉱
業
所
に
配
置
転
換
に
な
っ
た
の
は
四
．
一
％
に
あ
た
る
二
八
人
で
あ
っ



第35表　日鉄鉱業釜石鉱業所従業員の再就職状況

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）

男
女

計

新会社採用者数定年退職者数
（離職即就職）

　　　　　　1

配置転換者数　離職者数 　　合計
1（常用従業員数）1

355刈
13　　1

人

2
0

28　人1

0

249　人1331
　　　1

634

46

一
人

368 2 28 282 680

（注）1980年1月31日現在の調査。

資料：釜石公共職業安定所「日鉄鉱業株式会社釜石鉱業所離職者動向調査書」

第36表　金鉱離職者の再就職の措置状況

釜石管内 岩手県内

男！女周男園計

諭
介
係
拓

トQ　
紹
関
開

者職
安
戚
己

就　
職
親
自

既 374…4！53111i64
　　　i26　　　31　29　　32　　　0　　32

0：010188126一
　　　…　　　　　！
11　1112　3　3161
　　　1　　　　　　l　　　I

県　　外

男

A
・

計

114

100

101

4
：

女計男國計
1

81122　204
：

3103158一
ド

3！　13　28
1

2i　6　18
1

　123227
611641

　1

11i39－

6！24
　1

未就職者就職希望地　　10　1σ2σ　σ　0　0　1 d　1［
1

11「1・：2f

職業訓練校入校者1）1 9：σ913013i2i　O12134034
ム
・ 計 　　　　　　ド56　　14　　70　　66：　11

　　　　　　1

　1
77！127
　1

8　135　249　　33　2821

（注）1980年1月31日現在。ただし1）は80年3月31日。

資料：第35表と同じ。一部改編。

　
し
か
し
、
他
方
、
再
就
職
の
方
は
、
希
望
が

か
な
え
ら
れ
た
か
否
か
を
別
と
す
れ
ば
、
比
較

的
円
滑
に
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

釜
鉱
を
離
職
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
を
得

た
の
は
七
九
・
一
％
に
あ
た
る
二
二
三
人
（
う

ち
女
性
は
一
八
人
）
で
あ
っ
た
が
、
七
九
年
六

月
二
九
日
現
在
で
の
受
給
者
数
は
三
五
・
○
％

に
あ
た
る
七
八
人
で
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
三

一
人
は
釜
石
を
は
じ
め
と
し
た
職
業
訓
練
校
入

校
中
の
受
給
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
第
三
六
表

に
掲
げ
た
よ
う
に
、
離
職
者
二
八
二
人
の
う

ち
、
八
0
年
一
月
末
ま
で
に
再
就
職
が
決
ま
っ

た
の
は
八
○
・
五
％
に
あ
た
る
二
二
七
人
で
あ

り
、
職
業
訓
練
校
入
校
者
も
同
年
三
月
末
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

た
。
離
職
者
は
全
体
の
四
一
・
五
％
に
あ
た
る

二
八
二
人
に
及
ん
だ
。
こ
の
割
合
は
三
月
一
〇

日
の
合
意
に
比
べ
て
五
・
三
ポ
イ
ン
ト
高
い
も

の
と
な
っ
た
。



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一

一
八

容（79年金鉱からの直接受注額）内業事

坑道掘進，採掘前工事（2，361万円）

鉱石採掘（544万円）

機械器具修理組立（？）

ダム築堤，放泥保守，コンベアー運転（225万円）

坑内施設整備，修理，製缶工事（488万円）

鉱石貨物積込，精鉱コンベアー，資材輸送（649万円）

鉱山従業員の通勤，家族の通院等のバス輸送（？）

資材器材の供給，生活消費物資の小売販売・　（1・280万円）ただし79年6月18日閉鎖

銅鉱石の採掘，　（3，475万円）。釜鉱100％出資。80年3月3！日に閉山。

同上の下請作業。80年3月31閉鎖（一）

に
は
再
就
職
が
内
定
し
た
の
で
あ
る
。
就
職
者
は
、
職
安
紹
介
に
よ
る
も
の
が
七

二
・
三
％
と
高
く
、
次
い
で
親
戚
関
係
、
自
己
開
拓
の
順
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
衾
に
は
再
就
職
地
（
希
望
を
含
め
た
）
の
分
布
状
況
を
も
掲
げ
て
お
い

た
が
、
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
就
職
者
の
就
職
地
の
五
三
・
七
％
が
県
外
で
あ

り

次
い
で
釜
石
を
除
く
県
内
二
八
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
釜
石
管
内
で
は
わ

ず
か
一
八
・
一
％
に
あ
た
る
四
一
人
し
か
再
就
職
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

釜
石
で
の
再
就
職
の
困
難
さ
は
未
就
職
者
の
就
職
希
望
地
の
状
況
か
ら
も
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
。
す
な
わ
ち
未
就
職
者
の
二
一
名
の
う
ち
二
〇
名
ま
で
が
釜
石
を
希
望
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
他
方
、
職
業
訓
練
校
入
校
者
の
場
合
は
比
較
的
釜
石
に
就
職
で
き

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
二
六
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
性
別
で
は

女
性
が
釜
石
あ
る
い
は
県
内
の
就
職
地
を
希
望
す
る
傾
向
が
強
い
。

こ
の
よ
う
に
、
釜
石
の
な
か
で
再
就
職
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
一
九
．
二

％
に
あ
た
る
五
〇
人
が
や
っ
と
釜
石
に
と
ど
ま
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
大
半
は
京
浜
に

流
出
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
釜
石
で
再
就
職
で
き
た

者
の
う
ち
二
一
人
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
就
職
先
を
み
る
と
、
九
人
ま
で
が
金
鉱
の

協
力
会
社
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
企
業
⑭
に
五
人
、
企
業
。
に
三
人
、
企
業
F
に

一
人
で
あ
る
。

④
　
関
連
下
請
企
業
へ
の
波
及



第37表　金鉱関連下請企業の動向

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一

企業番号
総従業員（うち臨雇）人

」79年1月179年6月 80年1月

　　　　　　　　！91（5）i84（0）1

29（7）…27（4）1

　？　i　　5（0）
　　　ド
　6（0）…　　　6（0）

126（30）一98（8）一

172（1）1171（1）

　？　　　9（0）1

28（0）…23（0）1
73（2）71（2）1

　？1　17（0）．
　　　！

釜鉱常駐従業員（うち臨雇）人

79年1月… 79年6月18・年1月

a
b
c
d
⑭
e
f
g
h
i

85（2）！

50（15）1

　？

　6（3〉

137（45）

176（1〉

　？　1

　×
69（0）1

　？

　　　！
47（0）1

7（0）1

　？
　　　16（o）1

13（1）！

13（1）：

　？

　？i
　　　ド
73（2）1

　？

66（0）

27（4）1

　　　ド5（0）i

6（o）1

18（？）l

　　　I30（1〉」

9（0）1

23（0）1

71（2）1

17（0）

　　　i
52（0）1

23（0）！

？！

6（0）i

11（0〉

18（1）1

　？　　：

　X
69（0）！

　？

資料：釜石公共職業安定所資料ほかより作成。

第38表　釜鉱及び下請関連企業従業員の居住地
一’

驪ﾆ番号1従業員計1釜石市遠野市住田町…

　釜鉱　 707人i688人　19人　一人

a
b
c
d
⑭
F
f
h
j

5
1
5
6
5
7
9
i
3

9
3
　
　
1
1
　9
3

娼
1
0
5
5
国
務
9
一
6

稲
2
1
一
1
1
1
一
9
1
1
0

4
　
一
　
一
　
一
　
］
1
　
一
　
一
7

（注）1）1978年8月21日現在。2）企業番号は第37

　　　表などと同じ。

　
五
二
人
い
た
も
の

。
　
が
、
同
年
一
一
月
に

るよ
こ
　
は
二
〇
〇
人
倉
を
切

園調
　
り
、
閉
山
の
三
月
に

所役
は
一
五
三
人
に
ま
で

市
石
減
少
し
た
。
そ
の
後

釜粧
　
一
七
〇
～
一
八
○
人

資　
台
に
回
復
し
た
が
、

　
．
一
九

き
て
い
る
。
す
な
わ

ち
常
雇
常
駐
者
は
、

七
八
年
一
月
に
は
二

　
釜
鉱
の
「
合
理
化
」
、
す
な
わ
ち
、
閉
山
“
別
会
社
移
行
が
、
関
連
下
請
企
業

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
先
ず
直
接
受
注
額
の
変
化
と
釜
鉱

内
常
駐
従
業
者
の
変
化
か
ら
み
て
お
こ
う
。
『
釜
鉄
・
金
鉱
の
第
一
～
六
次
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

受
■
注
企
業
実
態
調
査
結
果
の
概
要
』
に
よ
れ
ば
、
閉
山
前
一
年
間
（
七
八
年
四
月

～
七
九
年
三
月
）
の
直
接
受
注
額
は
一
〇
億
七
千
万
円
で
あ
り
、
新
会
社
移
行
後

（
七
九
年
四
月
～
八
O
年
三
月
）
の
そ
れ
は
二
億
円
で
あ
り
、
三
千
万
円
程
度

と
は
い
え
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
釜
鉱
内
常
駐
従
業
者
は
明
ら
か
に
減
少
し
て



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

八
O
年
四
月
に
は
一
．
〇
三
人
へ
と
急
落
し
た
。
臨
時
雇
常
駐
者
の
減
少
は
さ
ら
に
著
し
い
。
七
八
年
一
月
に
は
四
三
人
で
あ
っ
た
が
、
一
年
後

の
七
九
年
一
月
に
は
四
人
、
八
○
年
一
月
に
は
た
っ
た
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
釜
鉱
の
閉
山
1
1
新
会
社
移
行
は
、
受
注
額
に
は

さ
ほ
ど
変
化
は
な
い
も
の
の
、
雇
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

　
第
三
七
表
は
、
金
鉱
構
内
に
従
業
員
を
常
駐
さ
せ
て
い
た
下
請
関
連
企
業
の
一
覧
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
企
業
g
h
i
は
事
業
所
を
八
○
年

三
月
末
ま
で
に
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
一
一
〇
人
程
度
の
再
雇
用
が
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
第
三
八
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
閉
鎖
さ
れ

た
企
業
h
の
再
雇
用
問
題
は
む
し
ろ
内
陸
の
遠
野
市
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
た
。
ま
た
企
業
a
b
h
j
な
ど
鉱
石
採
掘
作
業
に
か
か
わ
る
従
業
員
の

多
く
は
遠
野
市
に
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
釜
鉱
の
従
業
員
は
社
宅
の
あ
る
市
内
大
橋
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
従
っ
て
釜
鉱
社
員
の

離
職
は
大
橋
地
区
の
人
口
減
少
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
⑤
　
地
域
（
大
橋
地
区
）
へ
の
打
撃

　
釜
鉱
の
町
、
釜
石
市
大
橋
地
区
は
、
釜
鉱
の
閉
山
“
新
会
社
移
行
で
、
多
く
の
釜
鉱
労
働
者
の
離
職
↓
離
社
宅
↓
離
大
橋
で
、
一
九
七
五
年

か
ら
八
○
年
の
五
年
間
に
世
帯
数
が
一
、
一
四
九
戸
か
ら
九
一
四
戸
へ
と
二
〇
・
五
％
減
少
し
、
人
口
も
三
、
九
四
七
人
か
ら
二
、
七
七
七
人

と
二
九
・
六
％
減
少
し
た
。

　
大
橋
地
区
の
商
店
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
「
売
上
は
低
下
の
傾
向
、
特
に
閉
山
話
し
が
で
て
特
減
し
て
い
る
」
。
　
「
揖
売
停
止
は
し
て
い
な
い

が
」
、
「
問
屋
か
ら
い
や
み
を
云
わ
れ
た
店
が
あ
る
」
、
そ
し
て
「
一
般
的
に
沈
滞
ム
ー
ド
、
現
状
か
ら
先
行
不
安
を
の
ぞ
か
せ
て
」
お
り
、
「
現

在
で
も
商
店
売
上
が
低
下
の
傾
向
が
あ
り
、
ど
う
対
処
し
て
よ
い
か
迷
っ
て
お
り
、
最
悪
の
事
態
が
避
け
ら
れ
な
い
か
と
心
の
中
で
願
っ
て
い

（
1
6
）

る
」
ほ
ど
で
あ
る
。
商
店
会
に
加
盟
じ
て
い
る
の
は
一
八
店
だ
が
、
閉
山
話
し
が
で
て
か
ら
二
店
が
閉
店
し
た
。

　
大
橋
地
区
の
小
学
生
が
通
学
す
る
の
は
大
松
小
学
校
で
あ
る
が
、
七
九
年
か
ら
八
O
年
に
か
け
て
、
児
童
数
は
四
五
人
減
り
、
二
学
級
少
な

く
な
り
、
教
員
数
も
一
五
人
か
ら
一
〇
人
に
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
釜
鉄
の
閉
山
・
「
合
理
化
」
の
影
響
は
大
き
く
、
大
橋
地
区
の
過
疎



化
、

地
域
の
全
面
崩
壊
と
い
う
事
態
を
ひ
き
お
こ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
鉱
山
経
営
は
、
第
一
に
市
況
、
第
二
に
真
利
（
な
お
り
U
新
鉱
山
の
発
見
）
、
第
三
、
第
四
が
な
く
て
、
第
五
に
技
術
と
い
わ
れ
る
。

　
（
2
）
　
わ
が
国
の
鉱
山
は
銅
価
五
五
万
円
で
採
算
が
な
り
た
つ
と
い
わ
れ
る
。
釜
鉱
は
五
〇
万
円
で
も
成
り
立
つ
鉱
山
を
め
ざ
し
て
き
た
。

　
（
3
）
　
「
釜
石
磁
鉄
鉱
は
、
生
産
量
年
間
約
四
三
万
ト
ン
に
達
し
、
質
量
と
も
わ
が
国
第
一
で
あ
る
。
特
に
粉
鉱
は
鉄
分
約
六
二
％
で
硫
黄
分
お
よ
び

　
　
　
燐
分
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
他
不
純
物
も
僅
少
で
、
か
つ
サ
イ
ズ
は
均
一
化
さ
れ
焼
結
用
鉱
石
と
し
て
歩
留
高
く
、
製
鉄
各
社
の
好
評
を
博
し
て

　
　
　
い
る
」
（
『
会
社
概
要
』
釜
石
鉱
山
株
式
会
社
、
一
九
八
○
年
四
月
）
。
こ
の
鉄
鉱
石
が
、
釜
鉄
の
「
か
っ
て
鋳
物
銑
は
神
格
化
さ
れ
て
い
た
。
鋳
物

　
　
　
業
者
は
、
釜
石
銑
を
実
際
に
な
め
っ
て
み
て
他
の
銑
鉄
と
は
味
が
違
う
と
言
う
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ほ
ど
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
」
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』

　
　
　
八
一
年
七
月
一
四
号
、
で
の
武
田
新
日
鉄
社
長
）
製
品
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（　（（（（（g87654）　）） ） ））

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及

　
七
九
年
二
月
六
、
七
日
の
労
使
中
央
交
渉
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
八
○
年
一
〇
月
七
日
の
筆
者
ら
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
で
の
宮
原
専
務
の
発
言
。

　
「
釜
石
鉱
業
所
従
業
員
の
み
な
さ
ん
へ
」
釜
鉱
、
七
八
年
八
月
。

前
掲
注
（
6
）
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
二
月
一
五
日
号
。

　
「
新
会
社
の
労
働
条
件
ダ
ウ
ン
分
（
現
行
の
二
〇
％
を
『
雇
用
転
換
促
進
手
当
一
－
、
』
の
名
目
で
（
会
社
側
が
！
引
用
者
）
補
償
し
、
一
時
金

と
し
て
（
三
〇
ケ
月
分
－
同
）
を
全
従
業
員
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
三
月
ゴ
二
日
号
。

　
鉱
山
関
係
で
の
退
職
金
は
、
勤
続
三
〇
年
で
七
～
八
百
万
円
程
度
（
例
え
ば
七
八
年
三
月
に
閉
山
し
た
日
鉄
鉱
業
の
八
茎
鉱
山
）
で
あ
り
、
労

組
も
そ
れ
を
目
指
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
上
回
り
、
一
人
当
り
一
千
万
円
ほ
ど
に
な
っ
た
。
退
職
金
だ
け
で
五
〇
億
円
を
越
え
た
と
い

う
。　

岩
手
県
内
で
第
一
四
位
。
加
え
て
、
最
近
、
高
品
位
の
鉄
鉱
床
が
発
見
さ
れ
忙
と
い
う
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
一
年
二
月
九
日
号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
i
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
　
　
（
1
3
）
　
離
職
者
一
二
七
人
の
年
齢
別
構
成
は
、
二
〇
才
台
二
三
・
五
％
、
三
〇
才
台
一
七
・
五
％
、
四
〇
才
台
二
八
・
一
弘
、
五
〇
才
台
三
〇
．
九
％

　
　
　
　
　
で
あ
り
、
高
年
齢
者
が
多
い
が
、
他
方
二
〇
才
台
の
若
年
者
も
多
く
み
ら
れ
た
。
釜
石
管
内
希
望
の
未
就
職
者
の
年
齢
別
構
成
は
、
高
年
齢
者
が

　
　
　
　
　
多
く
、
五
〇
才
以
上
が
五
九
・
四
％
を
占
め
た
。
ま
た
未
就
職
者
男
子
の
う
ち
八
五
・
O
弘
は
自
宅
を
所
有
し
て
い
た
。

　
　
　
（
1
4
）
　
岩
手
県
が
実
施
し
た
調
査
で
あ
り
、
釜
鉄
関
連
で
八
七
事
業
所
、
釜
鉱
関
連
で
二
〇
事
業
所
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　
　
　
（
1
5
）
　
七
八
年
九
月
五
日
に
行
な
わ
れ
た
市
役
所
と
大
橋
地
区
商
店
関
係
者
と
の
会
議
録
か
ら
の
抄
録
。

　
　
日
　
釜
鉄
関
連
下
請
企
業
へ
の
波
及

　
　
　
①
「
合
理
化
」
影
響
の
二
段
階

　
金
鉄
七
八
年
「
合
理
化
」
は
、
単
に
大
形
工
場
、
ピ
ー
リ
ン
グ
工
場
、
第
四
コ
ー
ク
ス
工
場
を
「
休
止
」
す
る
の
で
は
な
く
、
所
全
体
を
見

直
す
「
合
理
化
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
前
掲
第
二
五
表
で
の
下
請
企
業
A
・
B
・
C
・
H
・
J
・
K
・
N
・
P
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
下
請
企

業
群
全
体
に
及
ぶ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
員
改
訂
は
八
○
年
一
月
か
ら
一
（
）
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
が
、
　
「
合
理
化
」
の
た
め
の
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）

投
資
は
七
九
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
七
八
年
「
合
理
化
」
の
影
響
は
、
設
備
投
資
に
よ
る
合
理
化
の
時
期
と
、
要
員
改
訂
に

よ
る
「
合
理
化
」
の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
下
請
関
連
企
業
の
、
特
に
工
事
下
請
企
業
に
と
っ
て
は
、

前
者
の
時
期
に
は
釜
鉄
の
合
理
化
投
資
に
よ
っ
て
工
事
受
注
額
は
増
加
す
る
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
の

場
合
は
、
作
業
下
請
企
業
に
と
っ
て
、
作
業
の
外
注
化
が
進
む
こ
と
を
も
含
意
し
て
お
り
、
下
請
作
業
要
員
の
増
加
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
先
ず
釜
鉄
か
ら
の
直
接
受
注
額
の
変
化
を
一
ケ
月
当
平
均
の
推
移
で
み
る
と
、
一
九
七
八
年
一
四
・
六
億
円
、
．
七
九
年
一
七
・
一
億
円
、
八

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

○
年
一
九
・
八
億
円
で
あ
っ
た
。
七
八
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
七
九
年
一
＝
一
↑
九
、
八
○
年
一
三
五
・
三
と
な
り
、
直
接
受
注
額
は
む
し
ろ

増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
釜
鉄
構
内
常
駐
の
下
請
企
業
従
業
員
の
変
化
は
、
各
年
四
月
現
在
で
調
べ
る
と
、
常
雇
で
七
八
年
二
、



八
二
一
人
・
七
九
年
二
、
五
七
三
人
、
八
○
年
二
、
三
七
四
人
で
あ
り
、
臨
雇
で
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
人
、
二
一
九
人
、
一
六
九
人
で
あ
っ
た
。

七
九
年
を
一
〇
（
一
）
と
し
た
時
の
指
数
は
、
常
雇
で
七
九
年
九
一
・
五
、
八
（
）
年
八
四
・
四
、
臨
雇
で
七
九
年
一
一
五
．
九
、
八
○
年
八
九
．
四

と
い
う
変
化
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
釜
鉄
構
内
常
雇
常
駐
者
は
合
理
化
投
資
お
よ
び
釜
鉄
の
要
員
「
合
理
化
」
U
削
減
に
対
応
し
つ
つ
減
少
し

て
き
て
お
り
、
同
臨
雇
常
駐
者
は
合
理
化
投
資
の
な
か
で
一
時
的
に
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
れ
が
一
段
落
し
た
あ
と
は
金
鉄
要
員
削
減
と
と
も

に
減
少
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
釜
鉄
下
請
企
業
の
従
業
員
の
金
鉄
へ
の
依
存
率
は
、
常
雇
で
六
六
．
○
％
↓
六
一
．
一
％
↓
五
九

・
五
％
、
臨
雇
で
六
二
・
二
％
↓
七
四
・
∩
）
％
↓
七
〇
・
七
％
と
い
う
変
化
を
示
し
て
お
り
、
常
雇
で
の
依
存
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
し
か

し
、
釜
鉄
へ
の
依
存
度
の
低
下
は
、
決
し
て
釜
鉄
下
請
企
業
が
釜
鉄
か
ら
積
極
的
に
自
立
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

釜
石
の
労
働
市
場
の
状
況
か
ら
し
て
、
余
剰
労
働
力
を
内
部
に
か
か
え
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
②
　
作
業
下
請
企
業
へ
の
波
及

　
も
と
よ
り
、
金
鉄
下
請
企
業
は
、
作
業
下
請
と
同
時
に
工
事
下
請
と
を
受
注
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
先
ず
作
業
下
請
に
関
係

す
る
企
業
を
と
り
あ
げ
、
直
接
受
注
額
の
変
化
と
、
金
鉄
構
内
常
駐
従
業
員
の
動
向
を
み
て
お
こ
う
。

　
第
三
九
表
は
釜
鉄
作
業
下
請
企
業
の
釜
鉄
依
存
の
状
況
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
企
業
M
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
か
つ

て
の
「
み
ち
の
く
雀
に
属
し
・
下
請
企
業
の
な
か
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
．
釜
鉄
へ
の
受
注
額
で
の
依
存
度
は
、
6
0
蒙
企
業
－

・
J
の
二
つ
、
七
〇
％
以
上
が
九
企
業
で
あ
り
、
企
業
C
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
高
い
。
次
に
釜
鉄
か
ら
の
直
接
受
注
額
の
七
七
年

以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
は
停
滞
気
味
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増
加
し
て
き
た
の
は
企
業
A
一
つ
の
み
で
あ
り
、
逆
に
企
業

B
．
1
‘
」
の
三
つ
は
減
少
レ
て
き
て
い
る
。
釜
鉄
構
内
常
雇
常
駐
者
数
に
つ
い
て
は
、
七
八
年
以
降
の
数
字
が
明
ら
か
で
あ
る
一
二
企
業
の

う
ち
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
の
は
企
業
B
・
C
・
D
・
」
の
四
つ
に
の
ぼ
り
、
残
り
の
企
業
A
も
八
0
年
の
そ
れ
は
七
八
年
の
水
準

に
回
復
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
企
業
J
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
常
雇
従
業
員
数
を
併
行
し
て
減
少
さ
せ
て
い
る
。
常
駐
者
の
数
字
を
七
九
．
八

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
i

　　　　　　各年4月現在従業員（うち釜鉄構内常雇主）（単位：人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1978年3）　　　　1　　　　1979年　　　　　！　　　1980年

常雇隣雇…常雇臨雇常雇…臨雇…
691（566）14（13）…642『（53・）…16（15）：642（535）119（19）…

662（657）1131（129）一652（618）…125（125）1617（547）170（70）1

462（245）1　一（一）！446（235）　一（一）1414（203）1一（一）1
122（？）…一（？）！115（1・5）　一（一）…1・7（1・7）…一（一）i

269（253）12・（2・）126・（2・8）一！9（19）249（189）；17（7）1

171（？）1　1（？）176（119）1　1（一）一179（113）：1（一）！

　124（？）　一（？）i　123（1n）…　一（一）：122（110）・一（→i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　115（？）i　一（？）　106（96）…　一（一）一106（96）　一（一）I
　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　7
　60（？）；一（？）160（60フ…一（一）60（60）…一（一）

21糊釜lil12鵬…準1…2隅…筆1…
　13（？）1一（？）　13（一）！一（一）12（一）一（一）

　　4）依存度の（）内は直接依存度のみ。

資料：r釜鉄・釜鉱の直接受注企業実態調査1～VI』，1977年～80年，ほかにより作

　　　成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

〇
の
両
年
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
七
企
業
で
は
、
ゼ
ロ
で

あ
る
企
業
M
を
除
く
と
、
企
業
D
・
F
の
二
つ
が
総
従
業

員
を
減
ら
す
な
か
で
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
さ
せ
、
企

業
H
・
J
の
二
つ
は
総
従
業
員
に
変
化
が
な
か
っ
た
。
総

従
業
員
と
も
に
減
少
さ
せ
た
の
は
わ
ず
か
企
業
G
・
K
の

二
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
釜
鉄
か
ら
の
直
接

受
注
額
お
よ
び
釜
鉄
構
内
常
雇
常
駐
者
数
の
両
方
を
増
加

さ
せ
た
作
業
下
請
企
業
は
一
つ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
釜
鉄
の
「
合
理
化
」
に
よ
り
生
じ
た
余
剰
人
員
の

処
理
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
〇
表
は

八
企
業
の
余
剰
人
員
と
対
応
状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

従
業
員
数
に
対
す
る
余
剰
人
員
の
割
合
は
、
八
企
業
平
均

で
一
二
・
二
％
に
及
ん
だ
。
個
別
的
に
は
三
・
○
％
（
企

業
B
）
か
ら
二
四
・
六
％
（
企
業
A
）
ま
で
の
間
に
余
剰

人
員
率
は
分
布
し
て
い
る
。
対
応
策
は
、
事
業
所
間
移
動

　
　
　
　
（
4
）

を
含
め
た
配
転
が
八
企
業
中
七
企
業
と
、
も
っ
と
も
普
遍

的
な
方
法
で
あ
り
、
次
い
で
退
職
者
不
補
充
、
出
向
、
臨

職
の
解
雇
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
い
例
と
し
て
社
外



第39表　釜鉄作業下請企業の釜鉄への依存

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
i

　　　　l

　　　　l
一企業番矧

　　　　ヒ

金鉄からの直接受注額（1ケ月平均）の推移 同左釜鉄の依存度

1977年 1978年 1979年

百万円r
　　　¶

　　　　
百万円2
　　　1

百万円

1980年 1977年

百万円一 ％
　4）
％

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
M

8
6
0
8
1
1
2
5
3
8
9
0

2
9
6
2
8
5
4
2
　
4
1
5

2
1

7
8
4
0
0
4
7
7
4
2
9
9

8
9
6
3
8
5
3
2
2
5
1
4

n
∠
n
∠ 0

7
3
2
9
7
9
0
4
0
1
3

0
1
7
3
8
5
3
3
2
4
2
6

4
2

0
5
6
3
9
7
0
0
3
9
3
6

2
2
6
3
9
5
4
3
2
3
2
5

4
2

75．6（49．6）

69．4（　　69．4）

20．1（20。1）

91．3（9L3）

73．3（733）

73．3（733）

87．7（87．7）

75．0（75．0）

100．0（100．0）

97．7（97．7）

85．0（85．0）

100・0（100・0）

注）1）A～Mは第25表と同じ。

　　2）L，N，0，P，Qは資料が欠落。
　　3）従業員の78年のうち（？）は別資料で補添したものであり，

　　　　ではない。

4月現在の数字

第40表　釜鉄「合理化」に対する下請関連企業の対応

五

業
号

企
番

A
B
C
D
E
F
G
J

　　　　　　　　　廉員数余剰人員1

　　　　　　　　1出　向

対 応

配転1渠襯職酬応援1疑惚
752人一185人c
639　　19…
426　　　　30　i

1！1　　　20

242　　　　40

176　　　　15

119　　　　7

293　　　　20

140人

※
2
0

※

人12

ｦ
1
0
※
※
※
※

7人

員
※
※
9
5

人

　
2 5

　　　　人人I

　I

※

16

ｦ

その他I

　　　I

　
発
滅

※
請
削

　
下
注

注1）※は対応策としてとられているが，人数が不明。2）

資料：釜石市r資料（釜石市の現況等）』1981年。

1およびK～Qは資料欠。



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－

第41表　釜鉄「合理化」に伴う作業下請関連企業での離職状況

　　　　　　　離職理由（1980年4月1日一10月16日）
企業番号

　　　　　　　…円満退麟間満了沿理化1その他1計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜鉄！116…17　2　10i145　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　i

　　AI1…12－15　　B5127538　　　C　　－　10…　11　　1　　1　　23
　　D　　　　　　　O　；　　3　　　　0　　　　1　　　　4

　　　E　5501111

の
理
由
を
企
業
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
三
二
三
人
の
離
職
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
釜
鉄
の
離
職
が
四
四
．

め
た
。
三
二
三
人
を
理
由
別
に
み
る
と
、
常
雇
の
定
年
目
年
満
退
職
が
最
も
多
く
四
四
・
三
％
を
占
め
、
次
い
で
臨
雇
の
期
間
満
了
が
二
三
．

八
％
で
あ
っ
た
。
　
「
合
理
化
」
を
理
由
に
離
職
し
た
の
は
五
五
人
で
あ
り
、
全
体
の
一
七
・
○
％
を
占
め
た
。
　
「
合
理
化
」
離
職
者
数
を
企
業

別
に
み
る
と
、
釜
鉄
が
二
人
（
三
・
六
％
）
、
釜
鉄
作
業
下
請
企
業
三
〇
人
（
五
四
・
六
％
）
、
釜
鉄
工
事
下
請
企
業
そ
の
他
二
三
人
（
四
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
（
5
）

応
援
、
下
請
発
注
削
減
な
ど
が
あ
る
。
対
応
の
人
数

が
わ
か
っ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
企
業
A

は
出
向
を
最
重
点
と
し
、
企
業
C
は
退
職
者
不
補
充

配
転
を
中
心
と
し
、
企
業
E
は
出
向
、
臨
職
の
解
雇
、

企
業
G
は
退
職
者
不
補
充
を
、
中
心
に
し
て
い
る
な

ど
、
対
応
形
態
の
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
作

業
下
請
企
業
に
大
き
な
影
響
が
で
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
企
業
B
は
、
前
掲
第
四
C
表
に
お
い
て
は
「
合
理

化
」
の
影
響
が
も
っ
と
も
少
な
い
よ
う
に
み
え
た
の

だ
が
、
前
掲
第
三
九
表
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
も
っ

と
も
対
応
が
遅
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
第
四
一
表

を
み
る
と
明
確
に
な
る
。
同
表
は
八
○
年
四
月
一
日

か
ら
同
年
一
〇
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
離
職
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
％
の
一
四
五
人
を
占



、

八
％
）
で
あ
り
、
企
業
B
の
占
め
る
割
合
の
高
さ
が
目
に
つ
く
。
企
業
B
で
は
二
七
人
の
「
合
理
化
」
離
職
を
だ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
合

理
化
」
全
離
職
者
の
四
九
・
一
％
を
占
め
る
大
き
さ
で
あ
る
。
次
項
で
は
、
こ
の
深
刻
な
企
業
B
の
状
況
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
③
　
深
刻
な
企
業
B
の
場
合

　
企
業
B
は
、
釜
鉄
の
「
合
理
化
」
を
、
当
初
、
深
刻
な
影
響
は
な
い
と
楽
観
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
対
応
策
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
外
部
か
ら
は
予
測
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
次
第
に
深
刻
な
事
態
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
企
業
B
は
、
一
九
七
五
年
に
社
内
の
組
織
と
し

て
「
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
名
称
を
「
安
全
課
機
動
班
」
、
　
「
安
全
課
教
育
班
」
と
変
え
た
が
、
そ
の
基
本
的
任
務
は
、

金
鉄
が
年
休
等
で
従
業
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
等
の
配
置
要
員
の
確
保
に
あ
り
、
現
在
で
は
配
置
換
え
の
た
め
の
組
織
に
な
っ
て
お
り
、
三

〇
～
四
〇
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
政
府
の
不
況
対
策
補
助
金
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　
出
向
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
釜
鉄
党
委
員
会
の
八
二
年
二
月
二
〇
日
付
け
の
「
釜
石
市
長
並
び
に
釜
石
市
議
会
議
長
へ
の
要
請
申

入
書
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
さ
き
の
産
業
振
興
の
三
〇
数
名
の
名
古
屋
配
転
者
の
う
ち
、
有
家
族
者
で
単
身
赴
任
し
た
労
働
者
の
な
か
に
は
、
そ
の

ご
彼
地
と
当
地
に
残
置
し
た
家
族
と
の
二
重
の
家
計
が
な
り
た
た
ず
、
や
む
な
く
会
社
を
退
職
し
再
び
当
地
に
ひ
き
揚
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

等
と
の
事
実
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
関
係
労
働
者
に
衝
撃
を
あ
た
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
出
向
の
た
め
の
同

社
安
全
課
長
の
面
接
説
明
に
よ
れ
ば
、
　
「
会
社
は
月
一
、
○
○
○
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。
金
鉄
の
下
請
労
働
単
価
は
日
額
一
人
二
一
、
O
C
O

円
程
度
で
諸
経
費
を
引
い
て
約
二
、
○
○
○
円
の
赤
字
で
あ
る
（
支
給
賃
金
は
約
八
、
O
O
O
円
）
。
仕
事
も
日
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

余
剰
人
員
の
慢
性
化
が
進
ん
で
い
る
。
従
っ
て
身
体
の
弱
い
人
は
退
職
し
て
も
ら
い
た
い
。
す
で
に
労
働
不
能
者
と
し
て
労
働
基
準
監
督
署
に

届
出
済
で
あ
り
、
安
全
教
育
班
は
九
月
に
廃
止
す
る
の
で
、
君
達
の
職
場
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
個
人
面
接
は
四
～
五
回
に
及
ん

だ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
強
制
」
が
、
企
業
B
に
お
い
て
「
合
理
化
」
離
職
を
多
く
生
ん
だ
背
景
で
あ
る
。

　
　
　
④
　
工
事
下
請
企
業
へ
の
波
及

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



各年4朋在従業員数（うち金鉄構内常雇）（単位：人）1

1978年 1979年

常雇！臨雇i常雇臨雇

）
）
）
）
】
一
ン
）
）
）
）
）
）
、
一
）
）
洲
〉
〉
－
）
〉
ン
）
）
）
）
）

一
一
？
？
一
？
．
2
7
？
？
？
？
如
？
？
一
一
？
？
？
9
2
0
5
？
？
？
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
3
6
？
？
1
3
2
2
2
9
？
？
？
？
％
侶
3
5
5
4
？
？
？
9
2
5
6
？
知
？
別

＿（＿）i35（16）i一（一）

　　　　　　り10（一）i24（一）1一（一）

？（？）120（一）1一（一）

？（？）qo（一）1一（一）

1（一）i12（一）i

一（？）120（6）1
　　　　　　1
6（一）134（22）

？（？）21（21）

？（？）　10（10）。

？（？）23（3）i

？（？）　15（一）

30（16）187（27）i

　　　I
10（？）121（19）：

6（？）118（18），

6（一）　　7（一）

2（一）13（3），

？（？）117（17），

？（？）130（一）…

？（？）…62（一）1

一（一）！5（5）i
　　　　　　I
3（一）…25（23）1

7（2）一15（12）i

？（？）…8（6）！

1980年

臨星1

備 考

常　雇

）
．
】
訓
）
到
）
）
ン
，
捌
）
〉
著
一
】
一
〉
）
：
〉
）
）
）

一
一
一
一
一
一
一
1
1
一
↑
7
4
一
一
一
　
1
0
【

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

一
一
一
一
　
一
1
6
1
0
1
一
5
7
4
6
］
一
↑
1
6
一

3（一）1一（一）

11（一）

21（一）

10（一）I

　　I14（一）

24（6）

38（31）！

17（17）1

10（10）1

21（1）l

　　　I

92（26）1

17（16）

19（6）・

13（一）1

7（4）

17（17）

　　1
＿（＿）i

一（一）

一（一）

一（一）→釜石総合機工〈42〉へ

一（一）→釜石総合機工〈42〉へ

一（一）「合理化」離職1人

一（一）

一（一）1

2（2）1

13（？）i31（21）131（12）i24（24）
？（？）152（52）i＋）…47（47）1一（一）釆襯凱離職1人・退職者！

一（一）13・（22）1一（一）

17（一）1一（一）1

　　　45（30）→釜石総合機工＜42＞へ

　　　　1（1）i→釜石総合機工〈42〉へ

　　　　6（6）i「合理化」離職6人

　　　一（一）1

　　　一（一）

　　　　5（5）1→釜石総合機工〈42〉へ

　　　　　　127（一）i11（一〉

62（一）1　一（一）

4（4〉　一（一）・
22（19）㌧（一）…

　×　　　X　…1979年12月末で廃業

9（6）一（一）i

　　　　24（24）「合理化」離職3人

　×　…　x　l1979年12月末で⑳に吸収
　　　i　　　　　　　」

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－

　
次
に
工
事
下
請

に
関
係
す
る
企
業

を
と
り
あ
げ
、
企

業
別
に
釜
鉄
か
ら

の
直
接
受
注
額
の

変
化
と
、
釜
鉄
構

内
常
駐
者
を
は
じ

め
と
し
た
従
業
員

数
の
変
化
と
か

ら
、
釜
鉄
「
合
理

化
」
の
影
響
を
み

た
い
。
第
四
二
表

は
こ
の
一
覧
で
あ

る
。
一
九
七
七
年

の
釜
鉄
へ
の
受
注

額
の
依
存
度
を
み

る
と
、
不
明
の
も

の
が
多
い
が
、
企

八



第42表　釜鉄工事下請企業の釜鉄への依存

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－

：企業
1

1番号

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
＠
＠

釜鉄からの直接受注額（1ケ月平均）の推移

1977年い978年い979年 1980年

百万円1　百万円 百万円　　百万円

同左金鉄への依存度1

　1977年％
（直接受注依存）

3
1
？
？
4
6
6
？
？
？
？
2
1
6
？
0
？
4
0
1
？
？
2
？
？
1
3
？

1
【
3
0
2
7
6
3
2
0
3
1
7
7
7
0
1
3
一
1
7
7
0
2
1
2
？
8

2
1
3
1
3
7
5
4
2
0
3
1
1
8
6
0
1
4
｝
5
1
6
6
1
2
9
1
2
9
8

0
一
2
0
4
7
9
3
3
1
4
3
5
7
5

5

4　1

39　1

4
　！
×　！

　！
21

25　！

　i15！
　！×　…

77・4（77・4）1

1．4（1．4）i

　？　1
　　’　　！
　？　　　！
100．0（76．2）1

100．0（100・0）i

57．6（57．6）

　？　　　　1　　．　　　　　　！

　　？

　　？

　？　　1
50．9（472）1
100。0（100・0）！

　？　　；
　　　　　　　　　　

4．8　（4、8）　一

　　？

98．7（77．1）i

　　　　　　0．9（0・8）i

4．3（4．3）i

　　？

　　？　　i
　　　　　ド18．7（18．7）1
　　　　　1　　？　　1
　　？　　1
100．0（100．0）1

　　？　　1

注）資料とも第39表と同じ

業
に
よ
っ
て
両
極

分
化
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
企
業
⑤
⑥

⑯
⑳
は
釜
鉄
依
存

度
が
一
〇
〇
％
で

あ
り
、
他
方
、
企

業
②
⑱
⑳
⑳
は
五

％
未
満
で
あ
っ

た
。
依
存
率
が
高

い
企
業
は
受
注
額

の
変
動
が
比
較
的

少
な
く
、
機
械
設

備
等
の
定
期
修
繕

を
は
じ
め
と
し
た

修
理
下
請
企
業
で

あ
る
。
依
存
率
の

高
低
に
関
係
な
く

九



各年4月1日現在の従業員数　　1釜鉄構内
　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　1）
　　　　　　　　　　　　　　ド　1979年　　　　　1980年　　　　　　常雇者数

聾臨雇…常雇t臨雇両年lig8・年

4
1
5
4

4
1
4

備 考

1　
　
　
1

－
一
4

5
2
1
1
2
2
4
4
4
3
2
4
2
5
6
1
2
1
2

4 n
∠
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
－
　
－
　
　
n
∠

別
2
1
1
2
1
3
4
4
×
2
5
2
5
4
1
2
1
2

2
一
一
一
一
1
一
一
一
×
一
1
一
「
1

4 4
　
一
　
一
　
一
　
一
　
［
　
一
　
［
　
一
　
× …1979年12月閉店

：

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
－

4
4
5
9
5
1
9
0
7
3

　
　
4
　

1
2
2
1
2
3

1
2
二
3
一
一
2

6
4
2
9
1
2
4
0
9
3

　
　
　
　
1
2
2
1
2
3

－
　
　
　
一
　
　
一
　
　
－
　
　
」
　
　
　
「
　
　
2

1
3

1

　
1

「合理化」離職4人

匡合理化」1人，「その他離職」一δ

　1人
「その他」離職2人



第43表　釜鉄への物品納入企業の釜鉄への依存

　
　
号

　
　
番
　
　
⑳
じ
跨
分

　
　
業
　
　
　
勾
く
く
く

…
i
企
1
！
…
一
」
…
！
i
－
－

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域

釜鉄からの直接受注額（1ケ月平均）

1979年 1978年 1979年 1980年

百万円… 　　ド
百万円1 百万円

い977年の釜鉄一の依1

i存度（％）　　　！

　（直接受注割合）

百万円i

　
⑯
㊧
⑭
＠
＠
⑬
分
D
㊤
乃
ゆ
％
ゆ
助
の
防
ゆ
防
ゆ
の
粉
粉
ゆ
鋤
鋤
粉
粉
珍
紛

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く
く
　
く
　
く
く
　
く
　
く
く
　
く
　
ぐ
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く
　
く

　
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

経
済
撰
進
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一

1
？
1
2
1
6

2
7
9
2

　
　
n
∠
－

4
4
4
6

2

　5
15

293

62．7（62．7）！

　？　　　i
55・6（21・3）…

91．2　　（68．4）

1
0
3
？
？
6
？
2
5
4
8
？
2
？
1
6
2
2
？
3
7
？

7
5
3
1
3
4
5
7
3
3
4
2
4
4
2
0
3
5
2

　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
6

2
4
6
6
6
9
2
1
6
3
6
3
7
9
9
2
5
4
3

　
1
　
　
　
　
　
r
フ
2
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
6

1
9
1
1
3
3
7
2
2
2
7
8
×
4
2
4
2
0
1
2
1
2
7
3
4

0．1（0．1）i

99．0　　（99．0）　　，

100・0（100・0）1

　　？　　　！
　　　　　！　　？　　！
100・0（100・0）1

　　？　　　　！
　　．　　　　　　1
　　　　　ド98・4（98・4）i

63・9（45・1）1

80、0　　（60．0）　　1

　　？　　　…
　　　　　i22．4　　（22．4）　　一

　　？
87．4（87．4）：

145（145）…
100．0（100・0）i

　　？
100．0（100．0）1

　　？

？
1
4
1
3
？
6
8
一
1
2
6

3
1
0
1
如
2
4
4
2
2
2

7
5
1
2
4
3
6
3
9
5

1
6
1
3
2
2
5
3
4
6

　　？
98．3（98．3）

100・0（100・0）

90。0　　（90．0）

　　？
84．1（48．1）

80、0　　（60、0）

40．7（22．2）

7。3　（4．2）



一
一 一

企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一

一　　「合理化」離職1人

一　…「合理化」離職2人

［
7
　
　
1

8
　
［
－

2
　
　
4
　
　
3

一

2
5
　
　
一
一

0
　
　
7
　
　
F
フ
　
　
2
　
　
3
　
　
0

3
　
　
n
∠
　
　
∩
∠
　
　
6
　
　
　
　
　
1

3
9
　
｝

2
4
4
3
1
2
5
2
5 一

10

S
舶
3

60

@
　
1
0
8

4

10

　1

714

4
　
　
6
　
　
3
　
　
1
　
　
1
　
　
1

　
4
　
　
　
　
1
　
　
　
　
7

資料：第39表と同じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

直
接
受
注
額
の
変
化
が
大
き
い
の
は
、
土
木
・
塗
装
・
建
設
工
事
に

関
係
し
て
い
る
下
請
企
業
で
あ
る
。

　
釜
鉄
構
内
常
駐
者
率
は
、
全
体
と
し
て
は
作
業
下
請
企
業
の
よ
う

に
高
く
は
な
い
。
常
駐
者
率
が
高
い
の
は
建
設
工
事
な
ど
を
担
当
す

る
、
た
と
え
ば
企
業
⑥
⑭
⑮
⑰
な
ど
釜
石
総
合
機
工
に
参
加
し
た
地

元
資
本
企
業
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
一
定
の
常
雇
を
常
駐
さ
せ

な
が
ら
、
・
受
注
額
U
工
事
量
の
変
動
に
は
臨
雇
の
増
減
で
対
応
さ
せ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
全
体
と
し
て
は
、
企
業
⑦
⑳
な

ど
を
除
け
ば
常
雇
常
駐
部
分
を
削
減
し
て
き
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
釜
鉄
「
合
理
化
」
の
影
響
は
、
工
事
下
請
企
業
関
係

で
は
、
企
業
⑤
⑥
⑭
⑮
⑳
な
ど
釜
鉄
構
内
工
事
請
負
八
社
が
、
釜
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
指
導
の
下
で
合
併
し
、
自
立
化
へ
の
途
を
歩
み
出
し
た
こ
と
、
企

業
⑦
⑰
⑳
な
ど
で
「
合
理
化
」
離
職
“
ク
ビ
切
り
が
行
な
わ
れ
た
、

さ
ら
に
は
企
業
⑳
⑳
な
ど
の
よ
う
に
廃
業
あ
る
い
は
関
連
企
業
へ

の
吸
収
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
深
刻
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
直
接
受
注
企
業
U
下
請
企
業
の
経
営
の
危
機

は
、
前
掲
第
二
七
表
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
孫
請
企
業
に
転
嫁
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
れ
て
い
く
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
資
料
は



　　　　？
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⑭

注1）臨雇＋常雇。2）総合商社。3）釜石以外に本社本店をもつ。

　4）釜石市内に本社をもつ。5）もちろん物品納入企業はこれだけにとどまらない。

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
一

現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　
　
⑤
　
物
品
納
入
企
業
へ
の
波
及

　
最
後
に
物
品
納
入
企
業
へ
の
波
及
を
み
て
お
こ
う
。
物
品
納
入
企

業
は
大
き
く
は
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
第
四
三
表
の
一
お
よ

び
n
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
本
社
・
本
店
を

釜
石
市
以
外
の
、
主
と
し
て
東
京
に
置
い
て
お
り
、
釜
石
に
は
営
業

所
出
張
所
な
ど
を
お
い
て
い
る
企
業
群
で
あ
り
、
い
わ
ば
物
品
納
入

の
取
継
的
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
各
所
に
経
営
す
る
企
業
⑳
を
除
け
ば
、
従
業
員
数
は
直
接
受
注
額

の
大
き
さ
と
は
関
係
な
く
、
一
～
六
入
と
い
う
小
規
模
な
も
の
で
あ

り
、
釜
鉄
構
内
常
駐
者
も
ま
っ
た
く
な
い
。
直
接
受
注
額
と
同
割

合
、
従
業
員
数
と
の
間
に
特
定
の
関
連
性
は
な
い
。
た
だ
ー
グ
ル
ー

プ
と
H
グ
ル
ー
プ
と
の
問
に
は
、
前
者
が
総
合
商
社
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
企
業
⑳
を
除
い
た
後
者
が
鉄
鋼
専
門
商
社
的
色
彩
が
強
い
と

い
う
違
い
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
例
え
ば
ー
グ
ル
ー
プ
内
で
の
企
業
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

⇔
に
お
い
て
は
間
接
受
注
額
（
も
ち
ろ
ん
取
継
ぎ
に
す
ぎ
な
い
）
の

割
合
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
釜
鉄
「
合
理
化
」

の
影
響
は
企
業
の
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
表
面
化
し
て
い
な
い
。
従
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

員
数
の
変
化
も
目
立
た
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
地
元
資
本
の
企
業
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
製
造
納
入
と
小
売
納
入
と
が
あ
る
。
製
造
納
入
に
は
企
業
1
8
2
2
3
9
4
0
を
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
＜
イ
、
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

は
じ
め
と
し
た
鉄
骨
加
工
で
あ
る
と
か
、
企
業
％
⑭
の
よ
う
な
印
刷
物
な
ど
の
納
入
が
あ
る
。
小
売
納
入
は
企
業
2
1
の
文
具
か
ら
男
の
災
害
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
（
手
袋
）
の
販
売
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
皿
の
な
か
に
は
企
業
2
0
2
1
菊
⑭
の
よ
う
に
釜
鉄
構
内
に
常
駐
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
＜
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
置
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
少
な
い
。
直
接
受
注
額
・
率
と
も
に
大
き
な
企
業
も
あ
る
が
特
定
で
き
な
い
。
　
「
合
理
化
」
影
響
は
企
業
1
8
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
〈

　
　
　
ド

22
Q3
R0

�
ﾍ
じ
め
と
し
て
表
面
化
し
て
お
り
、
深
刻
な
事
態
が
み
ら
れ
る
。

＜
〈
〈

　
　
（
1
）
　
合
理
化
は
、
最
終
的
に
は
設
備
の
改
善
、
要
員
削
減
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
J
K
（
自
主
管
理
）
活
動
の
強
化
に
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
例
え

　
　
　
ば
企
業
B
の
金
鉄
成
品
職
場
「
根
っ
子
グ
ル
ー
プ
」
は
、
金
鉄
所
内
J
K
活
動
大
会
に
「
、
線
材
コ
イ
ル
積
山
、
山
崩
れ
防
止
保
定
台
の
考
案
」
を
報
告

　
　
　
し
て
い
る
。
　
「
同
社
で
は
、
社
業
の
発
展
と
社
員
家
族
の
幸
福
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
社
員
の
人
間
性
を
尊
重
一
人
一
人
が
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て

　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
無
限
の
可
能
性
に
挑
戦
、
努
力
し
、
生
産
性
の
高
い
生
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
」
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
○
年
一
一
月
七
日
号
）
に
実
施

　
　
　
　
し
て
い
る
が
、
本
工
と
こ
れ
ら
社
外
工
と
の
間
に
は
、
労
働
条
件
に
明
瞭
な
較
差
が
あ
る
こ
と
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。
な
お
、
出
荷
輸
送
の
管
理

　
　
　
徹
底
に
つ
い
て
は
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
一
一
月
九
日
号
に
、
企
業
E
・
J
の
例
、
同
、
八
○
年
一
〇
月
三
〇
国
号
に
、
企
業
G
の
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

前
掲
注
四
口
の

　
前
掲
注
ゴ
、
一
H
の
（
1
）
。

　
企
業
C
は
工
場
を
、
企
業
J
は
旅
行
会
社
を
新
設
し
て
い
る
。

企
業
C
は
千
葉
・
神
奈
川
県
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
日
鉄
釜
石
関
連
労
組
協
議
会
（
一
二
組
合
・
一
五
〇
〇
人
）
の
前
議
長
は
「
，
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
一
昨

年
の
合
理
化
問
題
が
印
象
深
い
。
関
連
協
加
盟
の
各
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
　
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
○
年
一

一
月
二
二
日
号
）
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
協
議
会
の
事
務
局
長
が
金
鉄
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
議
長
の
発
言
の
意
味



（
7
）

（
8
）

も
、
釜
鉄
「
合
理
化
」
に
献
身
的
に
協
力
し
て
き
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
「
八
社
の
合
併
は
、
各
社
単
独
で
は
規
模
が
小
さ
く
、
技
術
、
営
業
、
管
理
な
ど
で
限
界
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
済
情
勢

へ
の
対
応
が
必
要
視
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
検
討
さ
れ
て
」
お
り
、
釜
鉄
の
「
設
備
部
長
は
、
『
数
年
前
か
ら
合
併
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
所
内

の
関
係
部
門
で
も
検
討
、
協
力
し
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
な
お
合
併
に
よ
り
、
各
社
は
従
来
の
事
業
に
加
え
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
設
計
部
門
が
新

設
さ
れ
た
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
九
月
一
八
日
号
）
。

　
事
例
的
に
は
、
前
掲
注
四
H
の
（
1
）
の
九
〇
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
二
）
1

三
五


